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戦
争
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

市
民
平
和
の
つ
ど
い

　
　
　
　
　
を
開
催

　
昭
和
二
十
年
八
月
の
終
戦
か
ら
四
十
四
回

目
の
夏
を
迎
え
ま
す
。
宇
治
市
平
和
都
市
推

進
協
議
会
（
会
長
・
池
本
正
夫
市
長
）
で
は
、

二
度
と
悲
惨
な
戦
争
は
起
こ
さ
な
い
と
の
誓

い
と
、
核
兵
器
廃
絶
・
世
界
の
恒
久
平
和
へ

の
願
い
を
込
め
、
平
和
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
日
本
は
世
界
で
た
だ
一
つ
の
被

爆
国
。
私
た
ち
日
本
人
は
、
核
兵

器
の
匹
芯
し
さ
と
平
和
の
尊
さ
を

身
命
も
っ
て
知
っ
て
い
る
国
民
で

す
。
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
大

半
を
占
め
る
今
、
戦
争
の
悲
惨
さ

を
風
化
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議
会

で
は
、
昭
型
八
十
二
年
に
市
議
会

で
決
議
さ
れ
た
核
兵
器
廃
絶
平
和

都
市
宣
言
に
砥
つ
き
、
核
兵
器
の

廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
っ

て
、
八
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

の
間
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
１
　
蚤
す
。

　
平
和
図
書
展

☆
平
和
を
求
め
て

　
　
　
～
語
り
っ
ぐ
戦
争
～

　
原
爆
体
験
記
や
戦
争
中
の
暮
ら

し
の
記
録
、
南
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
従

軍
記
な
芦
約
5
0
0
冊
欠
辰
示
。

・
と
き
・
：
８
月
１
日
脚
～
８
月
2
0

　
日
間
。

・
と
こ
ろ
・
：
中
央
図
書
館
。

　
　
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

　
真
の
恒
久
平
和
は
、
人
類
共
通
の
念
願
で
あ
る
。

　
我
々
は
世
界
最
初
の
被
爆
国
民
と
し
て
、
核
兵
器
の

恐
ろ
し
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
て
い
る
。
こ
の
地
球

上
に
再
び
広
島
・
長
崎
の
惨
禍
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
。
そ
の
為
に
あ
ら
ゆ
る
国
の
核
兵
器
の
廃
絶
と
全

面
軍
縮
を
全
世
界
の
人
々
に
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
日
本
国
憲
法
に
掲
げ
ら
れ
た
恒
久
平
和
の
理
念
を
市

民
生
活
の
中
に
生
か
し
、
子
々
孫
々
に
継
承
す
る
た
め
、

こ
こ
に
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
た
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

☆
み
っ
め
っ
づ
け
よ
う
、
平
和
な

　
明
日
の
た
め
に
。
ヒ
ロ
シ
マ
・

　
ナ
ガ
サ
キ
・
そ
し
て
…

　
戦
争
に
関
す
る
本
を
展
示
。

・
と
き
…
８
月
3
0
日
出
ま
で
。

・
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
図
書
館
児
童
書

　
コ
ー
ナ
ー
。
・

　
な
お
中
央
図
書
館
の
開
館
時
間

は
午
前
９
時
１
午
後
５
時
、
月
曜

日
は
休
館
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲平和のシンボルとして､昨年、

　多数の市民の募金で庁舎前に

　建てられた平和の像

　
映
画
の
つ
ど
い

☆
親
子
映
画
会

　
◆
二
十
四
の
瞳
・
夏
服
の
少
女

　
　
た
ち

●
と
き
・
と
こ
ろ
…
○
８
月
５
日

　
出
、
午
後
―
票
丁
と
午
後
３

　
時
半
１
の
２
回
上
映
＝
中
央
公

　
民
館
展
示
集
会
室
ｏ
８
月
７
日

　
側
、
午
後
1
0
時
１
の
１
回
上
映

　
＝
宇
治
公
民
館
。

☆
平
和
祈
念
映
画
会

　
◆
核
戦
争
後
の
地
球
・
黒
い
雨

・
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
８
月
1
2
日
出

　
ｏ
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
～
核

　
戦
争
後
の
地
球
、
午
後
２
時
1
0

　
分
～
黒
い
雨
ｏ
夜
の
部
＝
午
後

　
５
時
半
ト
核
戦
争
後
の
地
球
、

　
午
後
６
時
4
0
分
～
黒
い
雨
。
と

　
こ
ろ
は
い
ず
れ
も
文
化
セ
ン
タ

　
ー
小
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）
。

　
平
和
祈
念
集
会

・
と
き
・
・
・
８
月
1
5
日
脚
、
午
前
1
1

　
時
4
0
分
～
正
午
。

一
と
こ
ろ
…
市
庁
舎
玄
関
前
。

　
昭
和
二
十
年
八
月
六
日
午
前
八

時
十
五
分
、
広
島
の
市
街
地
の
ほ

と
ん
ど
が
原
子
爆
弾
に
よ
っ
て
廃

虚
と
化
し
ま
し
た
。
原
爆
ド
ー
ム

は
単
に
広
島
だ
け
の
も
の
で
は
な

く
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
シ
人

々
共
通
の
、
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
か
ら
、
三
回
の
シ
リ
ー

ズ
で
同
和
問
題
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
同
和
問
題
に
つ
い
て
「
民
主

主
義
が
浸
透
し
て
い
る
現
在
、

差
別
は
解
消
し
て
い
る
の
だ
か

ら
今
さ
ら
改
め
て
取
昨
上
げ
る

こ
と
は
な
い
」
「
特
別
に
取
り
上

げ
る
こ
と
は
か
え
っ
て
差
別
を

起
こ
す
こ
と
に
な
る
」
「
民
主
主

義
が
進
め
ば
自
然
に
解
消
し
て

い
く
問
題
だ
」
な
ど
と
思
っ
て

い
る
人
が
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
実
に
は
、
企
業
が
差
別
図
書

を
購
入
し
社
員
採
用
に
利
用
し

て
い
た
と
い
う
事
件
が
起
こ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
和
問

題
盈
Ｅ
利
行
為
に
利
用
し
た
悪

質
な
事
件
で
す
。
さ
ら
に
身
元

調
査
や
結
婚
差
別
事
件
、
差
別

落
書
き
な
ど
に
み
ら
元
る
ぷ
つ

に
、
今
日
な
お
、
こ
の
よ
ラ
な

’
差
別
事
象
や
差
別
事
件
の
発
生

が
M
m
ち
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
同
和
地
区
に
対

す
る
差
別
や
偏
見
を
解
消
す
る

た
め
に
同
和
問
題
を
正
し
ぐ
理

解
認
識
す
る
と
と
も
に
、
牛
屈

の
身
近
な
と
こ
ろ
ぶ
買
や
不

合
理
な
考
え
を
許
さ
な
い
、
人

権
尊
重
の
地
域
社
会
を
築
い
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
答
申
」
か
ら
法
律
制
定
へ

　
昭
和
三
十
五
年
八
月
、
総
理

府
に
設
け
ら
れ
た
内
閣
総
理
大

臣
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
同
和

対
策
審
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
三
土
〈
年
十
二
月
。

　
「
同
和
地
区
に
関
す
る
社
会
的

及
び
経
済
的
諸
問
題
を
解
決
す

る
た
め
の
基
本
方
策
」
に
つ
い

て
大
回
し
、
昭
和
四
十
年
八
月
、

答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
社
会
的
背
景
に
は
、
日

本
国
憲
法
の
制
定
や
戦
後
の
民

主
的
改
革
に
も
か
か
わ
ら
ず
同

和
問
題
は
解
消
さ
れ
な
い
ば
か

り
か
、
依
然
低
位
な
実
態
に
あ

り
、
差
別
が
残
っ
た
こ
と
に
よ

る
部
落
解
放
運
動
の
高
ま
り
と

　
「
同
和
問
題
の
解
決
な
く
し
て

真
の
民
主
主
義
社
会
は
実
現
で

き
な
い
。
国
の
施
策
と
し
て
総

合
対
策
の
樹
立
を
要
請
す
る
」

と
い
う
国
民
的
な
運
動
の
展
開

が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
答
申
を
受
け
て
昭

和
四
十
四
年
七
月
に
同
和
対
策

事
業
特
別
措
置
法
施
行
、
昭
和

五
十
四
年
に
三
年
間
の
延
長
、

昭
和
五
十
七
年
に
地
域
改
善
対

策
特
別
措
置
法
制
定
、
さ
ら
に

昭
和
六
十
二
年
三
月
に
は
地
域

改
善
対
策
特
定
事
業
に
係
る
国

の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
が
五
年
間
の
限
時
法
と

し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
ｉ
‐
―
つ
づ
く

　
　
　
　
　
　
（
同
和
対
策
室
）

1011

2
1
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　
意
識
調
査
・
実
態
調
査
を
実
施

ご
協
力

く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
二
十
一
世
紀
の
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
、
八
月
に
、

二
十
歳
以
上
の
市
民
約
七
千
人

を
対
象
に
、
次
の
三
つ
の
調
査

を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
は
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
う

え
で
の
亜
要
な
資
料
と
な
り
ま

す
の
で
、
調
査
対
象
と
な
ら
元

だ
人
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
ラ
お
願
い
し
ま
す
。

①
宇
治
市
第
三
次
総
合
計
画
ｓ

　
策
定
に
向
け
た
市
民
意
識
調

　
査

　
▼
目
的
・
：
市
で
は
昭
和
6
0
年
、

平
成
７
年
舎
日
標
に
「
第
二
次

総
合
計
画
」
か
菌
定
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
関
西
文
化
学
術

研
究
都
市
の
建
設
や
幹
線
道
路

の
整
備
な
ど
で
、
市
を
取
り
巻

く
襲
居
勢
が
大
今
碁
花
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
平
成

２
年
度
に
、
京
都
府
南
部
の
中

核
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
、
「
夢
と

ロ
マ
ン
」
の
宇
治
市
の
実
現
を

目
指
し
、
2
1
世
紀
夕
展
望
し
た

「
第
三
次
総
台
計
画
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
今
回
の
調
査
で
は
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し

ま
す
▼
方
法
・
：
約
３
千
人
を
無

作
為
抽
出
し
、
郵
送
で
▼
問
い

ふ
Ｂ
サ
：
企
画
課
企
画
係
（
内

線
２
３
６
）
へ
。

②
高
齢
化
社
会
に
関
す
る
市
民

　
意
識
調
査

　
▼
目
的
・
・
・
厚
生
省
の
推
計
に

よ
る
と
、
3
5
年
後
に
は
日
本
人

の
４
人
に
Ｌ
ハ
が
高
齢
者
に
な

る
と
予
測
さ
れ
、
市
の
第
三
次

総
合
計
画
の
中
で
も
、
高
齢
化

社
会
へ
の
対
応
は
大
き
な
柱
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
高
齢
化

社
会
に
対
す
る
意
見
を
お
聞
き

し
ま
す
▼
方
法
…
３
千
人
を
無

作
為
抽
出
し
、
郵
送
で
▼
問
い

合
わ
せ
…
高
齢
者
福
祉
課
調
整

係
（
内
線
３
４
２
）
へ
。

③
高
齢
者
の
実
鮫
調
査

　
▼
目
的
・
・
・
高
齢
者
に
対
す
る

施
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、
そ

の
実
態
を
調
査
し
示
ｙ
▼
方
法

・
・
・
6
0
歳
以
上
の
市
民
千
人
を
対

象
に
、
４
く
の
民
生
委
員
が
直

接
、
調
査
票
を
配
布
・
回
収
▼

問
い
合
わ
せ
・
・
・
高
齢
者
福
祉
課

調
整
係
（
内
線
３
４
２
）
へ
。

　
（
企
画
課
・
高
齢
者
福
祉
課
）

原
爆
ド
ー
ム
保
存
の
た
め

　
　
　
募
金
の
お
願
い

　
そ
の
原
爆
ド
ー
ム
に
今
、
崩
壊

の
恐
れ
が
あ
り
、
保
存
の
た
め
の

募
金
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議
会

で
も
こ
の
趣
旨
に
賛
同
。
ド
・
‐
‐
‘
ム

保
存
の
た
め
の
善
意
の
寄
付
か
受

け
付
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
受
付
・
：
宇
治
市
役
所
総
務
課

　
（
内
線
４
３
２
）
内
、
宇
治
市
平

　
原
爆
・
戦
争
犠
牲
者
の
め
い

福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
核

兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和

を
願
い
、
次
の
時
間
に
市
役
所
屋

上
の
希
望
の
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　
和
都
市
推
進
協
議
会
事
務
局
。

▽
期
間
・
：
８
月
末
ま
で
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
一
分
間
の
黙

と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
８
月
６
日
間
、
午
前
８
時
1
5
分
。

▽
８
月
９
日
困
、
午
前
Ｈ
時
半
。

▽
８
月
1
5
日
㈹
、
正
午
。

平和こそ次代への遺産

希
望
の
鐘
を
吹
鳴

　
1
分
間
の
黙
と
う
を

ご協力ください

同
和
問
題
を
一
人
ひ
と
り
の
も
の
に

「
同
対
審
」
答
収
そ
し
て
「
特
別
措

置
法
」
施
行
2
0
年



1989年（平成元年）8月1日発行　閲宇　iti　ill jIﾐ5（　だ　よ　り第853号

地域社会が育てる

スポーツ少年団

ト
ナ
イ
ス
コ
ン
ト
ロ

　
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
う
え
で

重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
を

愛
好
し
、
進
ん
で
実
践
す
る
人
口
が
増
加
し
、
そ
の
内
容
も
多
様
化
す

る
と
と
も
に
活
動
範
囲
も
広
域
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

会
、
企
画
広
報
部
会
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
種
目
部
会
に

は
、
剣
道
。
サ
″
力
八
少
林
寺

挙
法
、
空
手
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
体
操
、
野
球
の

八
部
会
が
あ
っ
て
、
指
導
者
や
保

護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
北
似
島
野
球
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
と
岡
屋
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
訪
ね
て
、
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

団
活
動
に
取
り
組
去
ハ
だ
き
っ
か

け
は
、
子
供
が
野
球
を
し
て
い
て

け
が
や
故
障
の
な
い
ふ
つ
に
す
る

に
は
、
正
し
い
指
導
が
必
要
と
感

じ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

　
以
来
二
十
数
年
間
、
コ
ー
チ
を

務
め
ら
元
、
昭
和
六
十
年
か
ら
は

北
桐
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成

に
力
聚
汪
い
で
お
ら
れ
ま
す
。

大石賢一一一さん

　
よ
于
治
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

指
導
方
針
・
理
念
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
ｉ
ｌ

　
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
中
心
に
、
健

康
な
体
と
心
奮
月
て
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
従
っ
て
、
子
供
の
状
況

を
冷
静
に
判
断
し
、
正
し
い
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
が
必
要
。
ま
た
、
け
が

も
な
く
楽
し
い
雰
囲
気
で
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
子
供
が
ス
ポ
ー

ツ
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ダ

メ
で
す
。
明
る
い
イ
メ
Ｌ
ン
を
持

た
な
け
れ
ば
・
・
・
」

　
⊥
担
践
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

抱
え
て
い
る
課
題
は
ト

　
　
「
現
在
の
社
会
状
況
を
反
映
し

て
い
ま
す
ね
。
子
供
た
ち
に
夜
更

か
し
が
多
い
、
元
気
が
な
い
、
物
を

大
切
に
す
る
心
が
希
薄
な
ど
で
す
。

ま
た
、
指
導
者
の
不
足
と
質
の
向

上
も
課
題
で
す
。
も
っ
と
研
修
の

機
会
を
増
や
し
た
り
、
勉
強
が
必

要
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
広
場
な
１
７
９
足
り
な
い
、
子

供
優
先
で
考
え
て
欲
し
い
で
す
ね
。

ゴ
ル
フ
場
は
、
い
っ
ぱ
い
あ
る
の

に
（
笑
）
」

　
工
于
治
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

発
足
し
て
二
十
年
を
経
過
し
ま
し

た
が
、
何
か
思
わ
れ
る
こ
と
は
あ

り
孚
か
卜

　
　
「
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
う

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
原
点
に
立
ち

返
る
こ
と
。
あ
ま
り
勝
つ
こ
と
に

執
着
し
な
い
で
、
む
し
ろ
負
け
た

中
か
ら
学
ぷ
目
主
性
が
大
事
と
思

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動

は
、
社
会
教
育
で
あ
り
、
地
域
と

家
庭
、
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
・
：
」

　
－
北
横
島
ス
ポ
少
の
活
動
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
Ｉ

　
　
「
練
習
は
、
日
曜
日
と
祝
日
に

北
横
島
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
。

団
員
は
三
十
六
人
。
も
っ
と
増
え

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
指
導
者

は
十
二
人
（
う
ち
女
性
二
人
）
で
、

毎
回
ほ
ぼ
全
員
で
コ
ー
チ
に
当
た

　
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ハ
イ
キ

　
ン
グ
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
。
合
宿
は

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
宮
津

　
の
マ
リ
ン
ピ
ア
で
行
い
ま
す
。
ま

　
た
、
団
本
部
の
行
事
は
す
べ
て
参

　
加
し
て
い
水
子
」

　
終
始
、
淡
々
と
語
ら
れ
る
中
に

も
、
大
石
さ
ん
の
静
か
な
情
熱
と

気
迫
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ’
Ｑ

　
岡
屋
バ
レ
エ
ツ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
は
、
市
民
体
育
課
の
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
教
室
か
ら
発
展
し
、
昭

和
六
十
年
に
結
成
・
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
団
員
は
、
小
学
校
二
年
生

か
庖
（
年
生
ま
で
三
十
一
人
で
、

大
部
分
が
岡
屋
小
学
校
の
児
童
で

構
成
。
い
つ
も
は
、
土
・
日
曜
日

の
午
後
に
岡
屋
小
体
育
館
で
練
習

八田好枝さん

し
て
い
ま
す
。

　
代
表
指
導
者
の
八
田
好
枝
さ
ん

は
、
実
業
団
の
経
験
も
あ
り
、
ま

た
地
元
の
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
で
も

活
躍
中
。
団
の
方
針
や
特
色
な
ど

を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。
｛
明
る
く
、

元
気
で
、
仲
良
く
、
礼
儀
正
ト
｝
ぐ
、

そ
し
て
真
剣
に
取
り
組
む
っ
て
い

う
事
で
す
。
そ
れ
が
ま
た
特
色
と

も
言
え
毒
了
」
。
そ
し
て
ス
ポ
少

の
子
供
た
ち
に
は
、
「
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
通
し
て
、
い
ろ
ん
な
事
を
学

ん
で
欲
し
い
。
何
で
も
い
い
か
ら

リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
っ
て
事
が
大

切
・
：
」
と
望
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る

▲社会奉仕も大切な活動（今年３

　月、塔の島でクリーン運動）松田さん(右)と上野さん(左)

松
田
明
子
さ
ん
は
「
試
合
に
勝
っ

た
時
が
。
一
番
ラ
れ
し
い
。
今
年

は
ス
ポ
少
の
交
流
大
会
で
準
優
勝

で
し
た
。
で
も
、
一
生
餌
爺
、
練
習

し
て
い
る
の
に
、
そ
の
成
果
が
上

が
ら
な
い
時
な
ど
は
つ
ら
い
と
思

う
」
、
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の
上
野
栄

里
さ
ん
も
「
ほ
か
の
団
目
が
い
っ

ぱ
い
来
る
の
で
、
ク
リ
１
‐
ン
運
動

も
楽
し
み
。
今
の
チ
ー
ム
で
は
、

御
蔵
山
小
学
校
の
児
童
は
私
一
人

だ
が
、
采
年
か
ら
は
木
幡
中
学
校

で
み
ん
な
と
一
緒
に
な
れ
る
の
で

シ
れ
し
い
」
と
二
人
と
も
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
は
広

い
分
野
を
持
っ
て
い
ま
す
。
野
外

活
動
や
学
習
活
動
、
レ
ク
リ
ェ
ー

回診宍回目m難市|

宇治市スポーツ少年団単位団名簿（平成元年度登録）

ソ
フ
ト
ボ
｜
ル

nル･サーバルズ奥野賢二菟道車田5-6 22-7937

宇治メッツ 木原清朝伊勢田町折中ノS30-1144－2014

神明シスターズ荒木信行開町47-8 43－7940

／く

レ

｜

ボ

】

ル

平盛キャッツ 杉原信男大久保ua椋50-127-21144－4665

酉大久保少女 大坪喜美枝 大久保町南ノロ44-15 43－8957

毫　二　小 中沢ft男宇治野神1-76 22－7121

岡　　　屋 八田好技五ヶ庄寺界這33-2 31－8680

横島ジュニア 辻　繁喜横鳥町幡貫39-622－0225

大間少女VBC 東田　滋伸明宮東23-82 24－1879

体禅 I) I-ミック木幡
掘井洋子木幡北山畑24-132－0774

野

球

西小倉少年 北村輝男小倉町南浦98-1323－7609

岡･　　屋村田幸巧木幡南山85-36 32－2274

宇治コンドル 藤井寿雄宇治若森21-1 23－5268

小栗栖
ニュースダース渡辺正昭伏見区小栗栖中山町50

　　　　　　　25-110
075
572-1932

大開

サンクラブジュニア 武藤隆志広野町小根尾147-U 23－6192

平　　　盛 密谷寅三久御山町栄１丁目　ハイツ西宇治2棟201号44－2481

神　　　明 古谷光男神明石≪21-13 22－0954

サクセス 大崎　迪
伏見区納所下野l納所団地
　　　　　　　　15-406

075
631-6055

伊勢田
ファイターズ 川北武司伊勢田町中ノ田37-17044－1554

淀イーグル 倉谷　勇伏見区淀I6豆町345-12
075
631-6032

三室戸パイレーッ
百武征也明星≪I3丁目6-196 23－8072

西大久保少年 上田明美大久保町旦椋14-67 43－5491

西小倉SBCt光延好伊勢田町遊田12-28 20－0415

御　蔵　山 小松玄澄木幡御蔵山39-331－8041

北　槙　島 大石賢一伊勢田町井尻69-14 44－7450

横島ローレル 前田金次横鳥町大町34 23-4191
宇治コメ■■'ト 佐野信之開町6-3 44-1301

南部ンャか一ズ峙　守彦五ヶ庄福角45-5232－2159

シ
ョ
ン
な
ど
が
含
書
れ
る
と
と
も

に
、
文
化
・
社
ふ
落
動
も
重
要
な

内
容
で
す
、

　
宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、

今
後
も
地
域
に
根
差
し
た
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
活
動
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
凡
て
い
ま
す
。

　
宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の

加
入
な
ど
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
、
右
表
の
単
位
団
の
代
表
者

か
市
民
体
育
課
（
内
線
４
７
８
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

｜

｜

種目 単位団名代表者名 住　　所 電話

剣

道

宇　　　冶 川島宗征宇治蔭山59-10622－4093

東　宇　冶 平尾高良広野町荼屋S2-443-9058

神　修　館 角田将郎伊勢田町中山7841－7557

栗　　　隅井上陽男広野町西IS6- 41－7583

神　　　明 亀山弘彦神明宮北70-49 23－5327

植　　　島 波多野幸雄 横島町十一95-1822－0345

Y M B A 村瀬玄鼎五ヶ庄三番11)3532-1365

登・龍　館 總坂勝酋五ヶ庄日皆田3832－6749

向　　　竣 弓削雅義大久保町平盛9139-50944－5687

北　辰　館 村瀬政和ma町十六38-31 23-6730

サ
ッ

カ
１

亮　　　這江口n身 横島町大川原64-223－9784

神　　　明 脇田利夫神明宮北31-1 43－6808

槙　　　島 小倉昌孝小倉町新田島21-2
　キングキャッスル内

22－4843

三　室　戸 田村BB治明星町2丁目11-4723-1453

巨　　　椋 和田義孝小倉町西浦52-ll23－5674

鳳　　　凪 山田洋司宇if-.蓮華95 21－2901

Ｆ・Ｃ小會 久保田馨小倉町老ノ木43-423－8319

Ｆ・C北横島 西村　昭
横島町本屋敷4o-i

　グリーンタウン12-201
24－4918

少
林
寺
拳
法

宇治岡屋 辻崎竹彦五ヶ庄北ノ433-6232－9579

宇治.木幡岩脇武治城陽市寺田深谷7-274 07745
3－9476

字　治　西 足a 靖彦八幡市男山八望1
　　　　　　C-5-303

075
983-1967

字　　　治 野津敏明木幡南端53-9 32－6997

三　室　戸 aIII文雄 毫a只川50-1 21－3159

空

手

城　　　甫 加藤吉辰IZ升町寺山99-1943－4715

登　脂　館 伊藤義明木幡花揃８ 31－8317

同　志　館 小泉S美開町36-1 41－7554

向陵学園 笠嶋教場小倉町中畑53 24－0821

▲エースを狙え／アタック／

市スポーツ振興審議会

15委員が決まる

　
こ
の
程
、
平
成
元
年
度
・
二

年
度
の
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議

会
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
同
審
議
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
法
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
五

土
八
年
六
月
に
設
置
。
本
市
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
か
か
わ
る
重

要
事
項
に
つ
い
て
調
査
・
審
議

し
、
教
育
委
員
会
に
提
言
し
ま

す
。

　
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
と

お
り
。
任
期
は
二
年
間
で
、
平

成
三
年
七
月
十
日
ま
で
で
す
。

　
○
＝
会
長
、
○
＝
会
長
職
務

代
理
。
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
○
和
田
安
治
、
○
栗
田
正
男
、

久
保
田
勇
、
山
本
正
、
伊
藤
義

明
、
井
上
陽
男
、
井
上
藤
樹
、
今

西
圭
子
、
寺
島
晴
夫
、
蜂
須
賀

弘
久
、
広
瀬
浩
二
、
福
山
秋
文
、

藤
井
政
信
、
堀
井
洋
子
、
山
本

拿
昭
。
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
：
８
月
1
3
日
㈲
、
午

前
８
時
4
0
分
に
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前

集
合
（
雨
天
の
場
合
は
2
0
日
旧
）

▼
コ
ー
ス
・
：
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
↓
上

狛
駅
↓
神
童
寺
４
谷
山
不
動
尊

↓
棚
倉
駅
↓
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
で
解

散
の
約
1
3
‘
Ｅ
▼
準
備
品
・
・
・
昼
食
、

水
筒
、
雨
具
な
ど
。
交
通
費
は

各
自
負
担
▼
問
い
合
わ
票
：
木

村
長
次
さ
ん
（
ａ
⑤
3
6
3
3
）

へ
▼
主
催
・
・
・
宇
治
市
歩
こ
’
又
ｙ
。

　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
初
心
者
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
６
日
間
、
午

前
1
0
時
趾

治
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
基
本
ス
テ

″
プ
な
ど
▼
参
加
費
：
八
百
円

▼
持
参
品
・
：
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

か
ゴ
ム
底
の
靴
▼
申
し
込
み
…

当
日
、
直
接
会
場
へ
▼
問
い
合

わ
せ
・
：
岡
村
赤
方
さ
ん
（
容
⑩

4
3
4
3
）
へ
▼
主
催
・
・
・
宇
治

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会
。

　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

1012

　
宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
笠

筒
教
瑞
本
部
長
）
は
、
ス
ポ
ー
ツ

や
野
外
活
動
を
通
じ
て
青
少
年
の

健
全
な
育
成
を
図
る
-
ｒ
ｕ
)
'
昭
和

四
十
二
年
十
月
に
発
足
。
現
を
で

は
本
部
に
登
録
す
る
単
位
団
は
五

十
五
団
、
二
千
八
百
人
で
、
指
導

者
も
三
百
三
十
人
を
数
え
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

　
本
部
に
は
、
専
門
部
会
と
種
目

部
会
が
あ
り
、
専
門
部
会
に
は
指

導
者
研
修
部
会
、
に
集
団
育
成
部

健
康
な
体
と

　
　
　
心
を
育
て
る

　
北
桐
島
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
代
表
者
は
、
宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
副
本
部
長
（
指
導
者
担

当
）
を
さ
れ
て
い
る
大
石
賢
一
さ

ん
で
す
。

　
大
石
さ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

Ｉ
ル
／
・
打
て
る
か
な
？
・

歓
び
と
共
に

意
欲
を
も
っ
て
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「
が
約
筆
記
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

。
要
約
筆
記
と
は
、
会
心
な
ど
で
の

話
を
、
顛
堕
に
ま
と
め
て
筆
記
し

て
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
、
そ
れ
を

聴
覚
に
障
ｍ
‥
か
痔
つ
参
加
占
が
読

み
、
話
の
内
容
を
理
解
す
る
と
い

う
も
の
で
、
聴
覚

に
障
害
か
拝
つ
人

た
ち
の
奘
苔
加

か
通
め
る
う
え
で
、

極
め
て
屯
．
聾
な
役

割
を
果
だ
し
て
い

ま
す
．

　
こ
の
．
が
約
筆
£

を
し
て
い
た
だ
く

人
が
少
な
く
て
因
っ
て
い
ま
す
の

で
、
次
の
と
お
り
、
要
約
筆
記
者

養
成
恐
‥
八
谷
間
催
し
ま
す
。
一

に
へ
ひ
と
り
の
少
し
の
時
間
と
以
一
か

い
心
が
柚
み
屯
な
っ
て
、
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
良
き
パ

ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
９
月
１
　
１
日
出
か
ら
1
0

月
1
2
日
出
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
、

全
５
回
。
午
後
１
時
半
～
３
時
半

▼
と
こ
ろ
・
：
磐
屈
祉
会
館
▼
内

容
…
要
約
筆
記
の
基
礎
、
難
聴
者

の
体
験
発
衣
、
ビ
デ
オ
鑑
ｎ
、
講

演
「
地
域
に
根
ざ
し
た
要
約
筆
記

活
動
」
ほ
か
、
要
約
筆
記
者
の
体
験

発
衣
、
交
流
会
▼
講
師
：
大
山
医

院
き
こ
え
の
部
Ｍ
室
長
･
Ｉ
ｒ
山
高

さ
ん
、
京
都
血
要
約
筆
記
サ
ー
ク

ル
「
か
た
つ
む
り
」
事
務
局
長
・
西

原
泰
子
さ
ん
、
宇
治
市
要
約
筆
記

サ
ー
ク
ル
「
や
ま
び
こ
」
代
表
者
・

森
本
頁
紀
さ
ん
ほ
か
▼
受
講
料
…

無
料
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
・
・
９
月
８
日
出
ま
で
に
社
会
福
祉

協
議
会
（
豊
⑩
５
６
５
０
、
フ
ア

″
ク
ス
⑩
0
8
5
7
）
へ
。

　
会
場
に
は
、
オ
ー
バ
ー
ヘ
ぶ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
磁
気
誘
導
ル

ー
プ
か
塵
備
に
ま
す
。
中
途
失
聴

や
難
聴
の
人
も
、
遠
慮
な
く
ご
参

加
を
。
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
福
祉
バ
ザ
ー
に

　
　
　
物
品
の
提
供
を

　
社
会
福
祉
協
議
会
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
推
進
協
議
会
で
は
、
八

月
二
十
七
日
㈲
、
依
品
中
学
校
体

膏
館
で
「
第
十
三
回
宇
治
市
福
祉

バ
ザ
ー
」
を
聞
き
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
、
バ
ザ
ー
で
販
売
す

る
食
料
品
、
学
川
品
、
生
活
用
品
、

手
工
芸
品
、
衣
料
品
な
ど
（
古
谷

は
ご
遠
屯
く
だ
さ
い
）
の
提
供
を

募
っ
て
い
ま
す
。
売
り
上
げ
は
、

ボ
ラ
ン
テ
″
ア
活
動
推
進
の
た
め

の
基
金
な
ど
に
充
て
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
凭
砿
祉

協
議
会
（
豊
こ
5
6
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

お
知

ら
せ

　
第
４
回

　
親
と
子
の
歴
史
教
室

　
▼
と
亭
・
８
月
2
7
日
面
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公

民
館
厦
示
災
会
室
▼
内
容
・
：
宇
治

の
な
か
し
む
か
し
物
語
人
形
劇

と
お
話
～
▼
出
演
・
：
京
都
文
教
短

期
大
学
人
形
劇
部
、
京
都
市
立
高

野
中
学
校
教
諭
・
川
勝
康
弘
さ
ん
、

歴
史
資
料
館
・
辻
ミ
チ
子
館
長
▼

申
し
込
み
・
・
・
当
日
直
接
会
場
へ
▼

問
い
合
わ
せ
・
：
歴
史
資
料
館
（
酋

⑩
1
3
1
1
）
へ
。
（
歴
史
資
料
館
）

　
Ｏ
Ａ
・
簿
記
講
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
右
下
表
の
と
お
り
、
各
種

菟
道
西
中

　
西
村
　
信
哉
ち
ゃ
ん

　
　
　
S
6
3
・
７
・
1
7
⑦

･ ' W

　しんちゃんは、いつもパワーが
あふれていまｔ。どぺでヽやさし

い子に育ってね。

　この欄に掲載するお子さん（63

年８月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

城南地域職業訓練センターの講座
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講
座
を
開
岳
ぶ
す
。
申
し
込
み
は
、
。

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
（
豊
⑩
0

6
8
8
）
へ
。
　
（
商
工
観
光
課
）

　
夏
休
み
な
ん
で
も

　
　
　
　
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
中
央
図
書
館
で
は
、
主
に
小
・

中
学
生
を
対
象
に
、
質
問
か
受
け

付
け
る
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
。
夏
休

み
の
宿
題
・
自
由
研
究
に
つ
い
て

の
相
談
や
「
こ
の
分
野
で
は
鴛
元

な
本
が
あ
る
の
」
、
「
こ
の
作
者
の

本
で
面
白
い
の
は
」
な
ど
、
読
書

に
つ
い
て
の
相
談
に
も
Ｃ
じ
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
８
月
８
日
㈹
～
Ｈ
日

出
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
▼
と

こ
ろ
・
：
中
央
図
書
館
開
架
室
▼
問

い
合
わ
せ
・
：
中
央
図
書
館
（
き
⑩

1
5
1
1
）
へ
。
（
中
央
図
書
館
）

　
夏
休
み
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
：
８
月
２
日
團
、
午
前

1
0
時
半
～
Ｈ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
・
：
お
は
な

し
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対

象
…
小
学
校
低
学
年
▼
主
催
・
：
サ

ー
ク
ル
・
絵
本
の
会
▼
問
い
合
わ

せ
・
・
・
木
曽
三
津
子
さ
ん
（
容
⑩
2

8
8
6
）
へ
。
　
（
中
央
図
書
館
）

　
青
少
年
健
全
育
成

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告

　
市
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
・

府
青
少
年
育
成
竪
弓
は
、
今
年

三
月
に
行
っ
た
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
報
告
書
を
作
成
。
こ
の
結
果
を

今
後
活
用
し
て
い
た
･
i
J
v
た
め
、

四回

８
月
1
0
日
南
午
後
７
時
牛
か
ら

ト
宇
治
の
夜
空
を
彩
る
華
麗
な
花
火

希
望
者
に
無
償
で
お
渡
し
し
ま
す
。

市
青
少
協
事
務
局
（
き
の
5
1
6

2
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
（
市
青
少
協
、
青
少
年
婦
人
課
）

　
社
会
保
険
相
談
所

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
８
月
‥
Ｈ
日

面
ａ
木
幡
公
民
館
、
８
月
2
5
日
倒

＝
宇
治
公
民
館
。
午
後
１
時
～
４

時
▼
内
容
…
年
金
や
健
康
保
険
の

仕
組
み
な
べ
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
夏
休
み
親
子
見
学
会

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
８
月
1
2
日

出
＝
沢
第
２
清
掃
工
場
（
に
柴
処

理
場
）
、
８
月
1
9
日
出
＝
折
居
清
掃

工
場
（
ご
み
焼
却
場
）
。
午
前
1
0
時

～
正
午
（
専
用
バ
ス
で
）
▼
定
員
・
：

5
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
：
城

南
衛
生
管
理
組
合
広
報
課
（
Ｓ
Ｏ

７
５
剛
5
1
7
1
）
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
（
城
南
衛
生
管
理
組
合
）

　
バ
イ
ク
・
原
付
の

　
　
　
　
通
行
禁
止
規
制

　
▼
規
制
の
種
別
・
：
通
行
禁
止
▼

対
隼
：
自
動
２
輪
車
と
原
動
機
付

自
転
車
▼
期
間
・
時
間
・
：
８
月
１

日
㈹
～
８
月
3
1
日
困
、
終
日
▼
規

制
場
所
…
府
道
大
津
南
郷
宇
沿
線

の
白
川
口
信
号
か
ら
宵
待
橋
手
前

2
5
0
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
間
▼
問
い
合

わ
せ
・
：
宇
治
警
察
署
（
容
⑩
1
1

1
1
）
へ
。
　
（
宇
治
警
察
署
）

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
開
設
中
　

譲
り
た
い
・
譲
つ
て
ほ
し
い
品
物
登
録
を

　
市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

の
一
環
と
し
て
、
不
専
稽
報

セ
ン
タ
ー
を
開
設
中
で
す
。
譲

Ｓ
＼
た
い
・
譲
っ
て
ほ
し
い
品
物

の
登
録
・
問
い
合
わ
せ
は
、
同

セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
自
治
振
興

課
内
、
内
線
３
８
５
）
へ
。

　
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
品
物

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉
・
：
扇
風
機
、

ク
’
‐
‐
ラ
ー
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ミ

シ
ン
、
ベ
ビ
ー
ベ
″
ド
、
電
気

掃
除
機
、
パ
ソ
コ
ン
、
ベ
ビ
ー

チ
ェ
ア
ー
、
子
μ
石
用
自
転
車
、

食
卓
、
双
子
用
ベ
ビ
ー
バ
ギ
ー
、

ベ
ピ
ー
バ
ギ
ー
、
電
子
オ
ル
ガ

ン
、
テ
レ
ビ
台
、
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー

ヤ
ー
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
ワ
ー

プ
ロ
、
車
い
す
、
犬
の
お
り
、

ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、
ロ
ッ
カ
ー
。

　
〈
譲
り
た
い
〉
・
・
・
シ
ン
グ
ル
ベ

ッ
ド
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、
５
接
セ

ッ
ト
、
ピ
デ
オ
ウ
ォ
ト
’
ク
マ
ン
、

扇
風
機
、
電
動
キ
ャ
ジ
ベ
″
ド
、

整
理
た
ん
す
、
歩
行
器
、
子
ど

も
用
ブ
ラ
ン
コ
、
す
べ
趾
・
、

ベ
ビ
ー
用
バ
ス
、
大
人
用
自
転

車
、
編
み
機
、
ス
テ
レ
オ
、
ソ
フ

ァ
ー
、
収
納
庫
、
ミ
シ
ン
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
（
全
1
8
巻
）
、

換
忌
扇
、
写
真
現
像
用
暗
室
、

サ
イ
ド
ボ
ー
ド
、
セ
ミ
ダ
ブ
ル

ベ
″
ド
、
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
、
ク
ー
ラ
よ
水
冷
式
）
、
洋

裁
用
ボ
デ
ィ
ー
、
ホ
ー
ム
ド
ラ

イ
ヤ
ー
。
　
（
自
治
振
興
課
）

　
宇
治
川
の
夏
か
諮
る
宇
治
川
花

火
大
会
が
、
｀
今
年
も
開
か
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
約
三
十
種
類
、
六
千

発
の
花
火
が
宇
治
の
夜
空
に
華
麗

な
シ
ョ
ー
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
家

族
そ
ろ
っ
て
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
1
0
日
出
、
午
後

７
時
半
～
９
時
（
雨
天
順
延
）
。

　
▼
観
覧
場
…
宇
治
川
畔
一
帯
。

　
な
お
、
特
設
観
覧
席
（
マ
ス
席

で
丈
ま
で
入
れ
、
料
金
は
三
万

円
）
の
入
場
券
を
発
売
中
。
詳
し

く
は
、
観
光
協
会
（
容
⑩
3
3
3

4
）
へ
。
　
　
（
商
工
観
光
課
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
勤
労
者
住
宅
融
資

　
市
で
は
、
市
内
在
住
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
た
め
に
、
京
都
労

働
金
庫
と
協
力
し
て
、
住
宅
資

金
夕
低
利
で
融
資
し
て
い
卓
子
。

　
融
資
額
は
、
新
築
・
購
入
が

三
十
万
円
か
ら
五
百
万
円
ま
で
。

中
古
の
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の

購
入
に
も
融
資
し
ま
す
。
増
改

築
・
修
繕
は
、
三
十
万
円
か
ら

　
宇
治
高
齢
者
事
業
団
で
は
、

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
団
は
、
高
齢
化
社
会
を

迎
え
る
中
で
、
団
員
が
力
全
に

わ
せ
て
仕
事
を
し
て
い
く
た
め

の
団
体
で
す
。
「
年
は
取
っ
て

二
百
五
十
万
円
ま
で
で
す
。

　
返
済
期
間
は
三
年
か
ら
二
十

年
。
利
率
は
、
十
年
ま
で
の
短

期
年
利
五
・
〇
％
、
十
年
か
超

え
る
長
期
年
利
五
・
三
％
で
す
。

　
詳
し
ぐ
は
、
商
工
観
光
課
労

政
係
（
内
線
２
９
１
）
へ
問
い
合

わ
せ
を
。
　
　
（
商
工
観
光
課
）

も
ま
だ
ま
だ
冗
気
。
今
ま
で
の

経
験
か
生
か
し
て
、
地
域
の
た

め
に
役
立
つ
仕
事
を
し
た
い
」

と
り
又
は
、
ぜ
ひ
事
業
団
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
仕
事
も
ご
紹
介
を

　
事
業
団
で
は
、
簡
単
な
大
工

仕
事
、
植
木
・
芝
生
の
手
入
れ
、

ビ
ル
の
清
掃
、
家
事
手
伝
い
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
役
立
ち
、
団
員

の
能
力
・
技
術
か
生
か
し
た
仕

事
の
開
拓
に
努
力
し
て
い
求
了

の
で
、
仕
事
も
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。

　
詳
１
　
こ
は
、
宇
治
高
齢
者
事

業
団
穏
島
町
外
１
の
３
、
豊

⑩
2
8
9
9
）
へ
問
い
合
わ
せ

を;

（
商
工
観
光
課
）

1013

み
ん
な
で
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
ろ
う

夏
休
み
い
ろ
い
ろ
イ
ベ
ン
ト

　
大
久
保
占
少
年
セ
ン
タ
ー
・
で
は
、

同
セ
ン
タ
ー
か
函
場
に
、
い
ろ
ん

な
楽
し
い
催
し
を
開
き
ま
ず
。
申

し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ

ー
へ
電
話
か
来
館
で
（
映
出
会
は
、

当
日
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ
）
。

　
あ
み
あ
み
子
ど
も

　
　
　
　
　
大
は
り
き
り

　
ｙ
と
き
・
：
８
Ｈ
Ｈ
日
出
、
午
前

９
時
士
止
午
▼
内
容
・
：
荷
作
り
ひ

も
て
好
き
な
物
を
編
ち
う
▼
対
象

・
定
員
・
・
・
小
学
３
年
生
以
上
、
2
0

人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
。

　
お
し
ゃ
れ
布
地
は

　
　
　
　
　
う
れ
し
そ
う

　
▼
と
き
・
：
８
月
９
９
　
　
日
脚
、
午
前

９
時
～
正
午
▼
内
容
・
・
・
・
小
さ
な
刺

し
ゅ
之
司
つ
く
り
・
▼
対
象
・
定
員

・
：
小
学
３
年
生
以
上
、
2
0
人
（
先
着

ｍ
）
▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
持
ち
物

・
：
割
り
ば
し
４
本
、
刺
し
ゅ
々
釘

（
あ
る
人
は
、
刺
し
ゅ
う
糸
、
わ
）
。

　
　
み
ん
な
も

　
　
　
ウ
ッ
ド
ベ
ッ
カ
ー

　
ｙ
と
き
…
８
月
2
2
日
㈹
、
午
前

９
時
～
正
午
▼
内
容
・
：
木
片
か
使

っ
て
好
き
な
物
か
一
作
ろ
つ
▼
対
象

・
定
口
…
小
学
生
以
上
（
保
護
者

同
伴
可
）
、
3
0
人
（
先
首
順
）
▼
参
加

費
・
：
無
料
。

　
森
の
小
び
と
も
大
喜
び

７
吝
・
：
８
月
2
3
日
團
＝
制
作
、

８
月
3
0
日
出
＝
着
色
。
午
前
９
時

～
正
午
▼
内
容
・
：
紙
粘
土
か
便
っ

た
壁
飾
り
づ
く
り
▼
対
象
・
定
員

・
：
小
学
１
年
生
Ａ
年
生
、
2
0
人

（
先
着
順
）
▼
材
料
費
…
百
円
。

　
ブ
ド
ウ
が
ポ
ト
リ

　
▼
と
き
・
：
８
月
2
4
日
田
、
午
前

９
時
～
正
午
▼
内
容
…
フ
ェ
ル
ト

か
使
っ
た
壁
飾
り
づ
く
り
▼
対
象

・
定
員
・
・
・
小
学
生
以
上
、
2
0
人
（
先

着
順
）
ｙ
材
料
費
…
百
円
▼
持
ち

物
…
針
（
あ
る
人
は
王
冠
1
2
個
）
。

　
キ
ラ
キ
ラ
Ｍ
の
ロ
マ
ン

　
　
　
ー
星
－
空
映
画
会
－

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
2
6
日
出
、
午
後

７
時
ふ
時
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼

上
映
作
品
・
・
・
お
ば
け
う
ん
と
７
会
、

鹿
鈴
（
以
上
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）
。

チ
ビ
六
二
死
満
塁
（
劇
映
画
）
。

高齢者事業団

　団員を募集

大久保青少年センター
電話447474　待って

るよ

在宅障害者デイ・サービ

ス事業

要約筆記者養成講習会を

開催

難聴の人たちに力を貸し

てください

第
2
9
回
宇
治
川

花
火
大
会
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　献血

●4日（保健医療センター、lO時～正午と13

時～15時牛）､23

口（宇治病院、13時季～15

時半）､25日（〈休〉ニチイ大久保li'i,

10時～

正午と13時～15時半）．

　飼えなくなった犬・猫引き取り　

●毎週月曜日（宇治保鮎所=

9時～10時1乱

　相談あんない

●青少年相談（18日、巾民会館13時～le時し

●京都府交通･a故相談(

2日、16日,京晶府

宇治地方振叫),,)・Sﾛl,2()49、9時～16持)．

交迦事故の法律問題、小談のしかた、自貼

貞保険の下ij;iiのしかたなどお気軽に

E‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

｜　旺会fci祉協議会の法律定□u 人) ･ 年

　金･結婚･竃記･心配ごとなどの利談日程

：や､行政･人情･消費■I-活･桔神萍叫行相談

Ｅの日程は、尼年度版「巾民カレング一と

｜r-びきｊに掲械．ご和川□ださい、

　このほか, ll/･政相､淡と一般･kh豺||淡は;

巾役所巾民相談室で、消費剖青田談は1ｎ

治振興課で、教育相談は教育喬以公で、

日川日會除く毎日受け付け、家lit IIIμ日

談は月～令曜日のK叫～16時に総で鴎岫卜

ｉ会館3苓の家庭児･im談室豊ぷ.869制

Ｅて･'．

-一一一一一一--一一一一

今月より伊勢田神社から伊勢田小学校に変更となりました。

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
ａ
⑩
１
５
１
１
）

2
9
日
肉

2
5
日
合

2
4
日
米

2
3
日
團

2
2
日
肉

1
8
日
を

ロ
日
木

1
6
日
團

１
５
日
肉

目
日
を

1
0
日
木

９
日
水

８
日
㈹

４
日
座

日

伊
勢
田

北
槙
島

広
　
野

開
緑
ヶ
原

平
盛

西
大
久
保
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久
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蔭
　
山
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南
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小
倉

明
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志
津
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南
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岡
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岡
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六
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地
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０
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０

１
・
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１
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・
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５
・
０

１
・
３
ー
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・
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・
０
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１
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・
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３
・
０
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・
０

１
・
３
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１
・
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1
0
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叩
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0
0
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1
6
0
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1
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3
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～
‐
1
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一
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1
0
一
0
0
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１
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一
1
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３
・
０
　
５
・
０

１
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１
・
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ロ
ー
2
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3
0
～
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4
‐
0
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1
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’
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４
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・
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１
・
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１
・
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1
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一
川
～
1
1
一
㈲

４
’
０
　
５
・
０

Ｉ
・
４
ー
ー
‘
３

1
3
一
3
0
～
1
4
一
2
0

1
0
柚
ー
１
１
柚

４
‘
０
　
〃
り
・
０

１
‘
３
ー
１
’
４

リ
泌
’
1
4
一
1
0

４
・
０
　
６
’
０

１
・
り
】
Ｓ
ー
ー
・
０

３
・
０
　
４
・
Ｏ
‐

１
・
３
－
ー
ー
・
０

３
．
０
　
・
ｂ
．
０

１
・
３
．
『
ー
１
・
３

駐
車
時
間

伊
勢
川
小
７
　
校

北
椛
島
小
９
　
校

人
久
保
小
学
校

開
公
民
分
館
前

絲
ヶ
原
蔭
川
縁
地

平
盛
小
学
校

西
人
矢
伏
小
９
　
校

‐
．
椋
公
会
心
前

ユ
ニ
チ
カ
杜
宅
前

心
鵬
合
1
2
力
岫
り

’
べ
ｔ
ゲ
レ
ー
ハ
ン

巾
小
介
小
学
仕

北
小
介
小
学
校

汚
水
処
理
場
横

心
ぼ
川
バ
ス
駐
屯
場

び
陥
か
罷
４
　
　
場

．
内
大
‐
ー
校
北
門

巾
峻
第
２
児
心
公
間

岡
屋
小
学
校

南
部
小
学
校

羽
．
り
巾
唱
余
所
辰

’
’
め
’
？
’
．
‐
商
出

直
、
ａ
／
‐
‐
‐
、
ｊ
ｔ

明
ー
保
育
閥
Ｌ
ル
ヽ

御
蔵
山
小
ー
咬

六
地
蔵
公
公
営
剛

水
幡
公
民
館
前

駐
車
場
所

Ｉ
Ｉ
Ｉ
！
‐
’
・
ｌ
ｉ
‐
‘
－
・

ｉ
・
―
＝
Ｉ
；
Ｉ

安心のひけつ
　定期検診

　8月31日まで

問い合わせ
高齢者福祉課

　内線360

　
子
宮
が
ん
の
早
期
発
見
と
健
康

管
理
の
た
め
に
、
す
す
ん
で
検
診

か
曼
け
ま
し
ょ
う
。
８
月
3
1
日
内

ま
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
▼
対
象
：
3
0
歳
以
上
の
婦
人

▼
実
施
場
所
…
府
下
の
子
宮
が
ん

検
診
実
施
医
療
機
関
（
国
公
立
を

除
く
）
▼
受
診
方
法
・
：
事
前
申
し

込
み
制
。
市
か
ら
郵
送
す
る
受
診

票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直

接
医
療
機
閔
で
受
診
▼
検
診
料
・
：

千
円
（
当
日
医
原
機
関
で
お
支
払

い
く
だ
さ
い
）
▼
申
し
込
み
方
法

＝
・
郵
送
（
下
記
の
要
領
で
）
ま
た
は

高
齢
者
福
祉
課
窓
口
へ
お
越
し
ぐ

だ
さ
い
。

　
基
本
健
康
診
査
の

　
　
　
　
　
受
診
を

　
８
月
3
1
日
困
ま
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
▼
対
鰍
・
・
4
0
歳
以
上
の
市
民

▼
診
査
項
目
…
身
体
計
測
、
血

圧
、
検
ぽ
、
打
聴
診
、
血
液
検

査
、
心
屯
図
一
ｍ
底
検
査
（
必

が
時
）
▼
実
施
場
所
・
・
・
宇
治
巾
、

城
陽
市
、
久
御
山
町
の
基
本
健

衷
馨
協
力
医
療
機
関
（
青
色

の
ス
テ
″
カ
ー
が
は
っ
て
あ
り

ま
す
）
▼
受
診
方
法
…
印
鑑
と

健
康
手
帳
か
痔
っ
て
直
接
医
療

機
閔
へ
▼
費
用
…
無
料
。
‘

　
健
診
紹
集
票
は
健
康
手
帳
に

は
り
、
医
師
の
指
導
の
も
と
に

正
し
い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

麗 麗 ･ 一 岬 麗 麗 還 麗 ･ a - - - ･ ･ ■ 麗 a ･ a = ･ ･

　 　 　 表 ( あ て 先 )

に
輿梗

:　1.￥ljll

:i　il.，叫

｡　･ｉ｡J,－り･

1jかき
　SIX

吟齢

3
0
歳
を
過
ぎ
れ
ば

子
宮
が
ん
検
診

　
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、

検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
①
7
0
歳
以
上
の
人
②
6
5
歳
～
6
9

’

－

‐

‐

歳
の
人
で
、
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
人
③
生
活
保
護
世
帯
の
人

④
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
。
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そよかぜ号の伊勢田地区駐車場が変わります。

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
(
8
月
分
)

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

移
動
図
書
館

8月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

燃えないゴミ（清掃事務所内線316～318） し尿（城南衝生管理組合電話075－631－5171）

し尿収集日程の

変更のお知らせ

し尿収集の届け出を
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